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東松島市は政府から
SDGs 未来都市に
県内で唯一選定さ
れました。



平成
31年度

予算総額  ４８９億７千万円を審議、可決
どう生かすかまちの税金

会計区分 31年度予算額 30年度予算額 増減額 前年度比較
一般会計 335億7,900万0 292億8000万0 42億9,900万0 14.7%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 44億3,157万3 46億4,748万3 △2億1,591万0 △4.6%
後 期 高 齢 者 医 療 3億6,079万2 3億6,565万6 △486万4 △1.3%
介 護 保 険 32億4,503万0 30億2,885万1 2億1,617万9 7.1%
農 業 集 落 排 水 事 業 1億2,454万2 1億2,782万1 △327万９ △2.6%
漁 業 集 落 排 水 事 業 836万2 830万1 6万１ 0.7%
下 水 道 事 業 69億5,069万4 34億1,596万8 35億3,472万6 103.5%
大曲浜地区土地区画整理事業 2億6,850万0 8億1,294万1 △5億4,444万1 △67.0%

（ 特 別 会 計 小 計 ）（153億8,949万3）（124億702万1） （29億8,247万2） （24.0%）
 合計（一般会計+特別会計） 489億6,849万3 416億8,702万1 72億8,147万2 17.5%

■ 平成 31 年度各種会計のあらまし ■ （単位：千円）

　

平
成
31
年
度
予
算
審
議
に
当

た
り
冒
頭
、
市
長
よ
り
「
市
政

執
行
に
つ
い
て
の
所
信
」
が
あ

り
、
①
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ

る
防
災
自
立
都
市
づ
く
り
の
推

進
②
若
い
世
代
の
定
住
促
進
③

健
康
寿
命
の
延
伸
④
自
治
協
働

の
推
進
⑤
産
業
振
興
の
推
進
の

５
つ
の
重
点
施
策
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

具
体
的
に
は

①
自
主
防
災
組
織
や
地
域
住
民

と
連
携
し
、
防
災
体
制
の
充
実

を
図
る
。

②
民
間
を
活
用
し
た
保
育
所
整

備
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
建

設
、
各
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備

な
ど
教
育
環
境
の
充
実
。
ま
た
、

鳴
瀬
地
区
旧
小
中
学
校
舎
を
活

用
し
た
全
寮
制
の
私
立
高
等
学

校
の
実
現
。

③
高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進
と

介
護
予
防
充
実
を
図
る
。

④
地
区
自
治
会
制
度
に
つ
い
て
、

地
域
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
等
の

検
証
を
行
い
、
よ
り
よ
い
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

⑤
企
業
誘
致
や
既
設
工
場
の
増

設
支
援
に
よ
る
、
さ
ら
な
る
雇

用
創
出
を
図
る
。
ま
た
交
流
人

口
拡
大
に
向
け
た
観
光
振
興
等

の
施
策
を
積
極
的
に
行
う
。

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
分
野
別
施
策
と
し
て

は
第
２
次
総
合
計
画
に
あ
る

８
つ
の
施
策
を
引
き
続
き
目

標
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
は
よ
り
効
果
的
、
効
率
的

な
行
財
政
運
営
が
課
題
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
事
業
費
の
内

訳
は
別
表
の
各
種
会
計
の
あ

ら
ま
し
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

【
総
額
４
８
９
億
7
千
万
円
】【
前
年
度
比
72
億
８
千
万
円
増
】

平
成
31
年
度
当
初
予
算（
議
案
第
19
〜
26
号
）

市長、平成31年度予算の説明（2月14日）1
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２
月
25
日
、
３
会
派
よ
り
議
員
各
１
名
が
、

市
長
の
予
算
編
成
方
針
等
を
質
疑
し
ま
し
た
。

清
風
・
公
明
　
上
田
　
勉

　
　
　
　
職
員
の
マ
ン
ア
ワ

ー
に
つ
い
て

　
　
　
　

職
員
の
適
材
適
所

の
配
置
や
組
織
の
見

直
し
に
努
め
計
画
的
に
事
業

を
推
進
す
る
。

　
　
　
　
子
育
て
支
援
策
は

　
　
　
　

私
立
保
育
園
の
開

園
や
保
育
時
間
の
延

長
を
進
め
る
。

　
　
　
　
学
力
向
上
策
と
教

育
環
境
整
備
は

　
　
　
　

学
校
教
育
管
理
監

を
設
置
し
、
指
導
主

事
も
２
名
と
す
る
。

　
　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
年
度

の
主
た
る
目
標
は

　
　
　
　

①
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
導
入
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
を
推
進
す
る
。

②
地
域
の
次
代
を
担
う
若
者

の
定
住
化
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
等
の
充
実
を
図
る
。

③
宮
城
オ
ル
レ
奥
松
島
コ
ー

ス
の
充
実
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
な
ど
を
整
備
し
、
生
涯
現

役
社
会
の
創
出
を
目
指
す
。

QAQAQAQA 予
算
執
行
上
の

指
針
を
問
う

市
民
ク
ラ
ブ
　
大
橋
　
博
之

　
　
　
　
公
共
施
設
等
の
維

持
管
理
経
費
の
増
加

に
対
応
す
る
財
源
確
保
は

　
　
　
　

国
庫
補
助
金
を
有

効
に
活
用
し
て
い
く
。

地
域
の
活
動
拠
点
に
つ
い
て

地
元
負
担
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
の
選
定
を
受
け
た

が
今
年
度
予
算
へ
の
反
映
は

　
　
　
　
「
全
世
代
に
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け「
子
供
」「
若
者
」「
高

齢
者
」
の
各
分
野
で
予
算
措

置
し
て
い
る
。

　
　
　
　
市
債
総
額
に
つ
い

て
伺
う

　
　
　
　

平
成
30
年
度
末
の

現
在
高
見
込
み
は

一
般
会
計
で
１
５
５
億
５
，

７
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
歳
入
全
体
に
つ
い

て
伺
う

　
　
　
　

財
政
調
整
基
金
は
、

今
年
度
予
算
反
映
後

の
残
高
は
約
10
億
円
の
見
込

み
で
あ
り
、
こ
の
水
準
を
維

持
し
て
い
く
と
考
え
る
。

QAQAQAQA 平
成
31
年
度
予
算

編
成
に
つ
い
て

清
新
会
　
滝
　
健
一

　
　
　
　
消
費
税
引
き
上
げ

に
よ
る
影
響
は
。

　
　
　
　

歳
出
で
約
２
，
８

０
０
万
円
で
あ
る
。

　

影
響
を
最
小
限
に
留
め
る

よ
う
運
用
し
て
い
く
。

　
　
　
　
震
災
後
、
市
民
税

納
税
義
務
者
数
の
推

移
を
伺
う

　
　
　
　

震
災
前
約
１
９
、

４
０
０
人
が
、
震
災

直
後
約
１
２
、２
０
０
人
ま

で
減
少
。

　

そ
の
後
回
復
傾
向
と
な
り
、

今
年
度
は
約
１
９
、３
０
０

人
と
な
る
見
込
み
。

　
　
　
　
当
初
予
定
し
た
復

興
事
業
の
進
捗
に
遅

れ
が
生
じ
た
場
合
の
対
応

　
　
　
　

引
き
続
き
最
大
限

努
力
し
平
成
32
年
度

末
ま
で
に
復
興
事
業
を
完
結

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　

不
測
で
遅
れ
た
場
合
、
復

興
庁
と
協
議
し
て
い
く
。

QAQAQA 平
成
31
年
度
予
算

執
行
に
関
し
て

2令和元年５月1日発行



▲各分科会の審査報告をする、（上から順に）総
務分科会正・副委員長、民生教育分科会正・
副委員長、産業建設分科会正・副委員長

平成31年度一般会計収支状況

歳出合計

335億7,900万円
歳入合計

335億7,900万円

公債費
17億3,815万1
5.18%

市税
37億9,688万7

11.31%

地方譲与税及び交付金
10億9,954万7 3.28%

地方交付税
98億5838万5

29.36%

国県支出金
58億1,411万9

17.31%

繰入金
97億4,122万6

29.01%

諸収入
5億2,544万3
1.56%

市債
19億4,130万0
5.78% その他

8億209万3   2.39% 議会費 
1億7,651万1 0.52%

衛生費
11億4,870万9
3.42%

労働費 
1,807万 0.05%

農林水産費
11億2,454万1 3.35%

商工費
3億7,464万3 1.12%

土木費
107億7932万8

32.10%

消防費 
17億3,984万6
5.18%

教育費
22億3,764万6
6.66%

予備費
3,000万
0.09%

災害復旧費
40億3,563万7

12.02%

（単位：千円）

総務費 
45億7,228万5

13.62%

民生費
56億363万3

16.69%

予算審査　財務常任委員長報告

原案可決すべきもの

▲審査結果を報告する
　熱海重徳委員長

　今回の予算審査は、一般会計
ほか国民健康保険、下水道、震
災関連事業など７つの特別会計
について行いました。予算総額
は別掲のとおりですが、復興の
進捗、適正な予算の配分である
かの議論の結果、14 項目の「特
に留意すべき事業案件の記録」
を残し原案の通り全て可決とな
りました。
　市当局は「特に留意すべき事
業案件の記録」について議会を
通した市民の声であると捉え、
今後の行財政運営に当たってい
ただきたいと思います。

財
務
常
任
委
員
会
分
科
会
審
査

　

本
年
度
の
予
算
は
、
平
成
31
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、
復
興
完

結
に
向
け
た
、
雨
水
排
水
工
事
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
の
ほ
か
、
本

市
の
将
来
を
見
据
え
た
「
地
方
創
生
」
の
推
進
の
た
め
、
多
く
の

新
事
業
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
前
年
度
比
約
72
億
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
復
興
期
間
10
年
ま
で
残
り
２
年
、
今
回
も
３
０
０
件
余

り
の
質
疑
が
出
さ
れ
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

財
務
常
任
委
員
会
で
は
、「
総
務
」、「
民
生
教
育
」、「
産
業
建
設
」

の
３
分
科
会
を
設
置
し
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
集
中
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

財
務
常
任
委
員
会
へ
の
付
託
か
ら
分
科
会
審
査
、
予
算
事
業
に

関
わ
る
９
カ
所
の
現
場
調
査
を
経
て
６
日
間
の
日
程
で
精
力
的
に

審
査
を
し
、
財
務
常
任
委
員
長
が
本
会
議
で
報
告
し
ま
し
た
。

　

内
容
の
主
な
も
の
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
定
住
化
な
ど
の
地
方
創
生
事

業
、
教
育
事
業
、
観
光
事
業
、
下
水
、
道
路
な
ど
の
社
会
資
本
整

備
等
々
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
は
財
務
常
任
委
員
長
報
告

の
通
り
で
す
。

財務常任委員長が本会
議上で、委員会の審査
結果を報告しました。
その後、議員全員で当
初予算を可決するべき
か否かの採決を行いま
した。議員は同委員長
の報告等を参考にしな
がら当初予算の可否を
判断しました。

財務常任委員会は議長
を除く議員１６名で構
成されています。当初
予算は規模が大きいの
で、同委員会を３つの
グループ（分科会）に
分け、審査をしました。
審査終了後、各分科会
が報告を行い、委員会
として予算を認めるべ
きか否かの結論を出し
ました。

2 財務常任委員会、分科会による
審査（2月25日～3月6日）3 財務委員長報告、

採決（3月8日）

3 東松島市議会だより　No.52



財務常任委員会
平成３１年度当初予算審査

３分科会
「特に留意すべき事業案件」

　財務常任委員会は、3 分科会を設置し、各種会計予算の審査
を行いました。総務・民生教育・産業建設の各分科会は 2 月
25 日から 3 月 6 日までの期間で内部審査と現場確認を実施し
ました。
　分科会審査で各分科会が記録した「特に留意すべき事業案
件」を全て紹介します。

【平成 31 年度予算審査（分科会審査）において特に留意すべき事業案件を記録したもの】

行 政 経 営 課
●主な基金の状況
　財政調整基金については適正な運用、執行を十二分に留意し、取崩し等を行うべき
である。

防 災 課
●非常備消防事業
　消防団員の確保についてはさらなる工夫をし、今後のあり方においても検討すべき
である。

市 民 協 働 課
●小野地域ふれあい交流館管理運営事業
　地域住民が積極的に利用できるように、小野地域まちづくり協議会と連携し、自立
運営に向けて努力すべきである。

政策事業推進室
●矢本海浜緑地パークゴルフ場管理運営事業
　パークゴルフ場の管理運営について、指定管理者と調整し、スポーツ、レクリエー
ション等の充実を図るべきである。

子 育 て 支 援 課

●保育所管理運営事業　●私立認可保育園運営費助成事業　　　　　　　　　　
　将来、公設、私立保育園の平準化が進む。本市の保育所民営化の推進計画を具現化
すべきである。

●放課後児童保育事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　保育の質の充実や学力向上に寄与する等の民営化によるプラス効果が十分に発揮で
きるよう方針等を定めて行うべきである。

健 康 推 進 課 ●子育て支援、健康推進に係る事業
　子育て支援、健康推進に係る事業の包括的部門の構築を急ぐべきである。

学 校 教 育 課

●いじめ・不登校対策事業　●学力向上推進事業　　　　　　　　　　　　　　
　総合教育会議の話し合いの結果を基に、その旨を各事業それぞれの現場への浸透を
図るべきである。　

●学び支援コーディネーター等配置事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　事業目的の実施成果が十分なものとなるよう努めるべきとともに当該事業に学校が
積極的にかかわるべきである。

生 涯 学 習 課
●遺跡発掘調査事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　赤井遺跡の国指定の史跡化を目指すとしているが、学芸員の不足は問題であり早急
に人員を確保し強化するべきである。　　　

収 納 対 策 課
●市税等収納事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　市税等の徴収業務について、成果はやや向上しているものの、引き続き努力すべき
である。　　　

建 設 課 ●公園管理事業
　公園管理事業においては、市民が利用しやすい整備と管理運営に努めるべきである。

商 工 観 光 課

●宮城オルレ事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　宮城オルレ事業においては、市民の関心度向上のため、県内有数の観光コースとし
て、さらなる浸透を図るべきである。

●奥松島公社観光復興支援事業
　奥松島公社においては、民間活力を導入し、組織の見直しを図るべきである。

4令和元年５月1日発行



東
松
島
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

市
営
住
宅
基
金
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

（
民
生
教
育
常
任
委
員
会
付
託
審
査
）

議
案
第
５
号

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
付
託
審
査
）

　

制
定
の
趣
旨
・
条
例
の
特

質
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
、

権
限
の
委
譲
に
伴
う
主
体
事

業
者
の
管
理
・
監
督
・
指
導

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
確

認
し
た
。

　

本
条
例
の
施
行
に
当
た
っ

て
は
、
事
業
者
へ
の
指
導
・

監
督
・
監
視
が
よ
り
重
要
と

な
り
、
健
全
な
運
営
、
指
定

居
宅
介
護
支
援
事
業
に
齟そ

齬ご

が
な
い
よ
う
専
門
職
員
の
確

　

基
金
設
置
背
景
に
は
災
害

公
営
住
宅
の
整
備
完
成
後
は

既
存
の
市
営
住
宅
と
合
わ
せ

て
１
、５
０
０
戸
を
管
理
す

る
こ
と
と
な
り
、
今
後
市
営

住
宅
お
よ
び
施
設
の
整
備
修

繕
改
良
等
に
要
す
る
費
用
な

ら
び
に
地
方
債
の
償
還
に
要

す
る
費
用
に
対
し
て
長
期
間

を
見
据
え
た
安
定
的
な
財
源

確
保
が
必
要
な
こ
と
を
踏
ま

え
国
か
ら
措
置
さ
れ
る
補
助

金
や
住
宅
使
用
料
等
を
活
用

し
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

基
金
へ
の
積
立
対
象
と
基

金
か
ら
の
支
払
対
象
に
つ
い

て
審
査
し
た
結
果
、
委
員
会

の
採
決
は
原
案
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
、
本
会
議
で
は

委
員
長
報
告
が
あ
り
、
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

保
・
配
置
が
不
可
欠
で
あ
り
、

事
業
お
よ
び
運
営
の
強
化
に

万
全
を
期
す
こ
と
が
要
求
さ

れ
る
。

　

議
員
間
討
議
の
の
ち
、
採

決
を
行
い
、
全
会
一
致
で
原

案
の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
、
本
会
議
で
は
委
員

長
報
告
が
あ
り
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

▲居宅介護支援専門員（ケアマネジャー）は、介護を必要と
　する方とサービスとのかけ橋となります

▲災害公営住宅（野蒜ケ丘）

①
歳
出
（
債
務
負
担
行
為
補

正
〔
限
度
額
変
更
〕）、
総
務

費
、
総
務
管
理
費
、
復
興
推

進
費
、
東
松
島
市
私
立
高
等

学
校
整
備
事
業
補
助
金

　
　
　
　

金
額
の
変
更
と
時

期
に
つ
い
て
。　

　
　
　
　

平
成
30
年
度
分
で

２
億
円
、
平
成
31
年

度
に
２
億
５
，
０
０
０
万
円

を
支
払
う
内
容
へ
の
変
更
で

あ
る
。

②
歳
入
、
市
税
、
市
民
税
お

よ
び
市
た
ば
こ
税

　
　
　
　

調
定
額
と
収
納
見

込
額
に
つ
い
て
。
ハ

ー
ド
ル
を
設
定
し
た
が
、
見

当
違
い
で
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

住
民
税
、
個
人
市

民
税
と
法
人
市
民
税

は
、
修
正
申
告
等
に
伴
い
減

額
が
見
込
ま
れ
た
。
た
ば
こ

税
は
健
康
意
識
と
増
税
が
影

響
し
、
購
入
が
減
少
し
た
と

QAQA

見
て
い
る
（
市
民
税
２
，
５

６
４
万
円
の
減
額
、
た
ば
こ

税
１
，
７
５
９
万
５
千
円
の

減
額
）。

③
歳
出
（
繰
越
明
許
費
補

正
）、
教
育
費
、
小
学
校
費
、

小
学
校
施
設
整
備
事
業
（
赤

井
南
小
学
校
増
築
等
工
事
実

施
設
計
業
務
）　　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調

査
の
検
体
数
の
増
加

に
つ
い
て
。

　
　
　
　

建
物
の
外
壁
の
調

査
を
し
、
ア
ス
ベ
ス

ト
の
有
無
を
調
べ
る
。

QA

決
算
を
前
提
と
し
た
事
業
費
確
定
に
伴
い

一
般
会
計
ほ
か
各
種
会
計
で
予
算
調
整

補
正
予
算
総
額
12
億
５
，
８
４
３
万
７
千
円
の
減
額

　

一
般
会
計
ほ
か
７
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
３
月
８
日
の

本
会
議
で
慎
重
審
議
し
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
多
数
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
点
か
質
疑

お
よ
び
答
弁
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

第
１
回
定
例
会　
補
正
予
算(

議
案
第
30
～
37
号)

▲増築等が予定される赤井南小学校

5 東松島市議会だより　No.52



第１回臨時会（１／28）可決議案
議案番号 件名と主な内容

議案第１号
（債）平成３０年度復興交付金事業東名・新東名線橋梁上部工工事請負契約の締結について…
　大塚字北林下地内にある避難道路の橋梁建設に際し、前契約者が倒産したため、同設計内容で制限付一般競争
入札を行い、東日本コンクリート ( 株 ) が受注したもの。

議案第２号 財産の処分（ＪＲ仙石線鉄道用地）について…
　野蒜字上山の坊５番の３外 19 筆のＪＲ仙石線鉄道用地の随意契約で、東日本旅客鉄道 ( 株 ) に売り払い。

議案第３号
平成３０年度東松島市一般会計補正予算（第６号）について…
　石巻地方広域水道企業団の旧西部地区管理事務所の土地建物の取得費および事務所活用に係る改修経費など既
定の予算総額に１億３，１１４万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を３６３億７，２１４万５千円と編成。

議案番号 　　　　　　　　　　　　　　　　　 件名と主な内容　※ほかの記事で説明した議案の説明は省略しています。

議案第６号
東松島市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について…
　長時間労働の是正をはじめとする働き方改革に向けた取り組みを積極的に推進していくため、超過勤務を行う
上での上限の設定に係る規定の追加を行うもの。

議案第７号
東松島市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について…
　勤務時間１時間当たりの給与額単価について、総務省から地方公務員は労働基準法に準拠することと通知が
あったことから変更するもの。

議案第８号
東松島市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について…
　サルビア放課後児童クラブ（矢本東小）は学校の隣接地に、また、さくら放課後児童クラブ（矢本西小）、い
ちご放課後児童クラブ（赤井小）は学校内に施設を整備したもの。

議案第９号
東松島市自転車等駐輪場条例の一部を改正する条例について…
　野蒜駅および東名駅の野蒜北部丘陵地区への移転にあわせ、市内の駐輪場について移転整備を行っており、駐
輪場の整備が完了したことから条例の改正を行うもの。

議案第10号
（債）平成３０年度奥松島運動公園災害復旧工事（体育館建築工事）請負契約の締結について…
　体育館新設（建築）工事一式、鉄筋コンクリート一部鉄骨造、一部２階建てを、一般競争入札の結果、櫻井工
務店（株）と請負契約を締結したもの。工期は平成 32 年３月 25 日まで。

議案第11号
（債）平成３０年度奥松島運動公園災害復旧工事（体育館電気設備工事）請負契約の締結について…
　体育館電気設備工事一式を一般競争入札の結果、北上電設工業 ( 株 ) と請負契約を締結するもの。工期は平成
32 年３月 25 日まで。

議案第12号
平成３０年度防災行政無線（同報系）戸別受信機設置工事請負変更契約の締結について…
　旧鳴瀬地区、大塩地区の個別受信機 10 台の追加購入 ( ５，４９０台→５，５００台 ) をするため、電気興業 ( 株 )
仙台支店と変更契約の締結をするもの。

議案第13号 財産の取得（市役所分庁舎用地及び建物）について…
　矢本字大溜 16 番１の石巻地方広域水道企業団所有の土地と建物を、市役所分庁舎用地、建物として取得。

議案第14号
財産の取得（東松島市立小中学校パソコン教室備品一式）について…
　矢本西小、宮野森小、鳴瀬未来中のパソコン教室内の教育用コンピュータを更新するもので、東日本電信電話
( 株 ) 宮城事業部と随意契約による売買をしたもの。

議案第15号
財産の取得（東松島市立小学校ＩＣＴ教育用備品一式）について…
　矢本西小、大曲小、赤井小、大塩小のＩＣＴ教育用備品を購入するもので、東日本電信電話 ( 株 ) 宮城事業部
と随意契約による売買をしたもの。

議案第16号 市道路線（野蒜ケ丘６８号線）の認定について…
　集団移転団地公共施設整備工事により整備された道路 (29 ｍ ) の認定を行うもの。

議案第17号 市道路線（新沼５４号線）の認定について…
　西矢本地区ほ場整備事業により造成された道路 ( ２３５．０ｍ ) の認定を行うもの。

議案第18号 市道路線（堰の内南２４９号線外１）の認定について…
　開発行為の実施に伴うものであり、工事により整備された道路 (60 ｍ ) の認定を行うもの。

議案第27号 東松島市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について…
　国の法令の一部改正で災害援護資金貸付の償還方法等の見直しが行われたことによる所要の改正。

議案第28号 （債）平成 30 年度奥松島運動公園災害復旧工事（野球場外）請負契約の締結について…
　野球場、多目的グラウンド等の移転新設。制限付一般競争入札で、（株）尾形土建と請負契約締結。

議案第29号 （債）平成 30 年度奥松島運動公園災害復旧工事（マレットゴルフ場外）請負契約の締結について…
　マレットゴルフ場、子ども広場等の移転新設。制限付一般競争入札で、（株）木村土建と請負契約締結。

議案第38号
平成３１年度東松島市一般会計補正予算（第１号）について…
　２月に予防接種法施行令の一部改正があったことに伴う経費の計上で国の通知に基づき、風しんの抗体保有
率が低い年代の男性に対して、期間を限り、抗体検査および予防接種を実施するため、既定の予算総額に２，
１６３万３千円を追加し、３３６億６３万３千円として編成したもの。

２月（第１回）定例会可決議案

　市長提出議案、全３件を全会一致で原案のとおり可決しました。議案
の件名と主な内容は下記のとおりです。

　市長提出議案、全 35 件を全会一致で原案のとおり可決しました。議案
の件名と主な内容は下記のとおりです。（※ほかの記事で説明している議案
は省略しています）

6令和元年５月1日発行



第３回臨時会（３／19）可決議案
議案番号 件名と主な内容

議案第３９号
財産の取得（柳の目地区災害公営住宅整備事業に関する土地建物等）について…
　東松島市工務店協同組合と宅地造成および建築を進めてきた柳の目西地区の災害公営住宅１００戸および集
会所について、完成後の土地、建物等について取得するもの。取得金額は、38 億３, ０８４万９千円。

議案第４０号 東松島市営住宅基金条例の一部を改正する条例について…
　柳の目西地区災害公営住宅の供用開始に伴い、市営住宅の名称、位置等についての所要の改正。

議案第４１号
財産の無償譲渡（旧鳴瀬未来中学校）について…
　平成 30 年 10 月 30 日に締結した日本ウェルネス宮城高等学校（仮称）の設置に関する「基本協定書」に基づき、
学校法人タイケン学園が行う高校設置のための工事着手前に旧鳴瀬未来中学校の校舎等の同学園への譲渡。

議案第４２号 市道路線（柳の目西１９０号線外 12）の認定について…
　柳の目西地区災害公営住宅の取得にあわせて１３路線（総延長  １, ４３５ｍ）の道路の認定を行うもの。

　市長提出議案、全４件を全会一致で原案のとおり可決しました。議案
の件名と主な内容は下記のとおりです。

議
会
改
革
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

議
会
運
営
委
員
会
は
１
月

16
日
と
17
日
、
議
会
改
革
に

先
進
的
な
群
馬
県
桐
生
市
議

会
と
福
島
県
会
津
若
松
市
議

会
に
赴
き
、
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
行
政
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

●
桐
生
市
議
会

　

桐
生
市
議
会
は
、
予
算
は

編
成
作
業
前
に
予
算
要
望
を

執
行
部
に
提
起
す
る
こ
と
が

必
要
と
の
認
識
で
、
平
成
31

年
度
当
初
予
算
要
望
書
を
初

め
て
提
出
す
る
な
ど
、
感
心

さ
れ
る
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
市
の

課
題
に
関
す
る
政
策
提
言
や

多
く
の
各
種
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
等
の
委
員

会
提
出
も
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
議
会
機
能
の
充
実
強
化

を
図
る
た
め
の
議
会
モ
ニ

タ
ー
の
採
用
や
、
災
害
時
に

お
け
る
議
会
の
対
応
や
行
動

等
を
定
め
る
、
市
議
会
災
害

対
策
対
応
指
針
は
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
で
あ
り
、
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

●
会
津
若
松
市
議
会

　

会
津
若
松
市
議
会
は
、
40

日
ほ
ど
前
に
あ
ら
か
じ
め
予

算
、
決
算
審
査
準
備
会
を
開

き
事
務
事
業
の
評
価
、
事
業

計
画
等
の
論
点
の
抽
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。
随
時
政
策

討
論
会
を
開
き
討
論
テ
ー
マ

の
設
定
や
課
題
の
調
査
、
研

究
等
の
議
員
間
討
議
を
交
わ

し
て
い
ま
す
。

　

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を

年
２
回
15
会
場
で
行
い
地
区

別
テ
ー
マ
の
掘
り
下
げ
を

図
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
数

の
伸
び
悩
み
、
属
性
の
偏
り

が
課
題
と
か
。
広
報
議
会
モ

ニ
タ
ー
設
置
要
綱
が
定
め
ら

れ
、
市
民
が
身
近
に
広
報
議

会
の
関
心
を
高
め
、
意
見
が

編
集
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
２
名　
選
任

　

櫻さ
く
ら
い井
清せ

い
い
ち一
氏（
大
塩
）と
佐さ

さ

き
々
木
松ま

つ
こ子
氏（
野
蒜
）

の
推
薦
に
つ
い
て
、
市
長
よ
り
議
会
に
意
見
を
求

め
ら
れ
た
件
に
関
し
て
、
適
任
と
答
申
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
民
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

毎
月
、
法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
無
料
人
権

相
談
を
市
内
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題

解
決
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
人
権
侵
害
に
よ
る
被

害
者
の
救
済
を
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権

に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
啓
発

宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

他議会からの視察来庁

１月 22 日　（熊本県）玉名市議会市民改革
クラブ

　（会派）　議員４名
　「宮城オルレ奥松島コース整備について」
３月 18 日　宮城県議会大震災復興調査特別

委員会  議員 15 名
　「東日本大震災復興等進捗状況と課題等に

ついて」
　「集団移転における地域コミュニティの再

生について」

議
会
運
営
委
員
会

行
政
視
察
報
告

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
滝
　
　
健
一

副
委
員
長
　
五
ノ
井
惣
一
郎

委
　
　
員
　
上
田
　
　
勉

委
　
　
員
　
小
野
　
惠
章

委
　
　
員
　
佐
藤
　
富
夫

委
　
　
員
　
熊
谷
　
昌
崇

▲群馬県桐生市議会

▲福島県会津若松市議会
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Q

A
&

　

２
月
定
例
会
に
お
い
て
市
長
の
施
政
方
針
の
所
信
表
明
が
あ
っ
た
た
め
、
会
派
代
表
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
質
問
お
よ
び
答
弁
の
内
容
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
紹
介
し
ま
す
。

（
本
市
議
会
で
は
、
代
表
質
問
の
対
象
を
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
の
み
と
し
て
い
ま
す
）

　
　
　
　

①
復
旧
の
加
速
と

完
結
は
。
②
地
方
財

政
を
め
ぐ
る
動
き
と
当
初
予

算
の
編
成
は
。
③
市
政
運
営

の
基
本
方
針
。
④
分
野
別
施

策
は
。

　
　
　
　

①
市
民
の
理
解
と

協
力
が
不
可
欠
、
市

政
懇
談
会
、
市
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
研

修
等
で
情
報
発
信
と
周
知
を

図
る
。
②
歳
入
は
、
個
人
市

民
税
で
復
興
の
進
捗
に
伴
う

納
税
者
の
増
と
復
興
特
別
交

付
税
の
増
、
歳
出
は
国
県
補

助
金
の
充
当
や
目
的
基
金
の

繰
り
入
れ
、
合
併
特
例
債
を

活
用
し
財
源
を
確
保
し
予
算

編
成
す
る
。
③
ア
、
総
合
計

画
の
着
実
な
推
進
と
実
現
を

QA

図
る
た
め
庁
舎
内
の
組
織
体

制
を
充
実
す
る
。
イ
、
公
約

は
確
固
と
し
た
使
命
感
で
取

り
組
む
。
④
ア
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
の
周
知
は
積
極
的

に
進
め
る
。
イ
、
消
防
団
員

の
確
保
対
策
は
重
要
性
等
の

周
知
啓
発
活
動
等
と
創
意
工

夫
を
凝
ら
す
。
ウ
、
矢
本
海

浜
緑
地
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は

市
民
の
健
康
増
進
と
交
流
促

進
に
必
要
な
施
設
。
エ
、
子

供
た
ち
の
学
力
、
体
力
の
向

上
は
家
庭
と
地
域
が
共
有
し

環
境
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め

る
。
オ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、

多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
準
備
に
努
め
る
。

市
政
執
行
の

所
信
に
伺
う

清風・公明代表
五ノ井　惣一郎議員

　
　
　
　

①
２
０
２
０
年
度

に
閉
鎖
さ
れ
る
復
興

庁
の
後
継
組
織
に
つ
い
て
政

府
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

岩
手
、
宮
城
、
福
島
三
県
の

被
災
市
町
村
は
国
に
ど
の
よ

う
な
要
望
を
し
た
か
。
②
近

隣
に
は
、
赤
字
再
建
団
体
寸

前
の
町
が
あ
る
。
今
回
の
予

算
は
、
財
源
確
保
に
苦
慮
し

た
よ
う
だ
。
対
岸
の
火
事
で

は
な
い
。
市
長
の
所
信
を
問

う
。

③
被
災
買
取
元
地
の
利
活
用

は
特
に
野
蒜
は
雑
草
の
中
に

住
宅
が
点
在
、
高
台
と
の
格

差
感
が
あ
る
。
解
消
策
は
。

④
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
サ
ミ
ッ
ト
を
開

催
し
た
が
、
既
存
の
政
策
発

表
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
底
辺

Q

拡
大
で
な
い
と
成
功
し
な
い
。

　
　
　
　

①
各
県
の
知
事
は

国
に
後
継
組
織
を
要

望
。
２
０
２
０
年
度
後
も
被

災
市
町
村
の
意
向
を
踏
ま
え
、

復
興
に
対
応
す
る
よ
う
に
検

討
す
る
と
の
こ
と
。

②
復
興
の
自
立
を
す
る
た
め
、

企
業
、
私
立
高
校
の
誘
致
に

よ
り
人
口
減
の
対
策
・
歳
入

に
は
国
、
県
の
補
助
、
交
付

金
を
有
効
活
用
、
経
費
削
減

で
健
全
財
政
運
営
を
す
る
。

③
運
動
公
園
以
外
の
元
地
は

モ
ザ
イ
ク
状
で
利
活
用
は
困

難
だ
が
、
少
し
ず
つ
で
も
前

進
を
続
け
た
い
。
④
そ
の
通

り
。
全
市
ぐ
る
み
で
推
進
委

員
会
を
設
置
し
取
り
組
む
。

A

予
算
執
行
に
当
た
り

行
政
課
題
を
伺
う

市民クラブ代表
佐藤　富夫議員

　
　
　
　

①
震
災
後
の
ま
だ

残
る
被
災
者
の
心
の

傷
跡
復
興
を
進
め
る
施
策
。

②
全
世
代
に
わ
た
る
福
祉
の

充
実
を
。
③
６
次
産
業
化
と

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
支
援
体
制

の
手
法
に
つ
い
て
。
④
全
て

の
市
職
員
に
信
頼
さ
れ
る
こ

と
へ
の
思
慮
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

①
被
災
者
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
復
興

庁
の
心
の
復
興
事
業
に
対
す

る
被
災
者
支
援
総
合
交
付
金

等
を
活
用
し
、
心
身
の
ケ
ア
、

生
き
が
い
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
等
に
取
り
組
む
。

②
子
育
て
環
境
の
充
実
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
、

高
齢
者
福
祉
で
の
、
い
つ
ま

で
も
健
康
で
過
ご
せ
る
た
め

QA

の
施
策
の
拡
充
な
ど
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
機
能

強
化
を
図
る
。
③
６
次
産
業

化
の
取
り
組
み
に
は
、
宮
城

県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
や
公
的
資
金
の
活
用
、

各
種
交
流
会
の
参
加
な
ど
支

援
を
強
め
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化

は
、
県
が
主
催
す
る
展
示
会

へ
の
出
品
な
ど
、
質
の
向
上

や
生
産
量
確
保
に
つ
な
げ
る

た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

で
推
進
し
て
い
く
。
④
職
員

は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
誠

実
公
正
に
職
務
に
精
励
、
課

題
解
決
に
向
け
、
市
長
と
一

体
で
市
民
の
期
待
に
応
え
る
。

市
政
執
行
の
所
信

の
具
体
策
を
問
う

清新会　代表
滝　健一　議員

▲矢本海浜緑地パークゴルフ場
　（休養施設）

▲復興の集大成は後２年、自立へまい進せよ

▲市内各所で手作り商品等が販売されて
　います（６次産業化の取り組み）

会
派
代
表
質
問

8令和元年５月1日発行



①障害者雇用の法定雇用率 2.5％を遵守せよ
②防犯カメラ、防犯灯の施設整備を充実させ
　安全・安心のまちを形成せよ
③防災行政無線の放送内容をメール配信システムを
　利用し情報発信せよ

土井　光正　P 9
①本市観光事業と県観光キャンペーンとの連携を問う

　齋藤　　徹　P10
①「道の駅」構想について
②震災復興業務に携わるマンパワーの確保について

　石森　晃寿　P10
①定住化促進について
②どんと祭について
� 熊谷　昌崇　P11
①放課後児童クラブの質を確保することについて問う
� 阿部　としゑ　P11
①地域おこし協力隊について
②インフルエンザ予防接種の助成について
� 手代木せつ子　P12
①野蒜・宮戸地区の取り組みを問う
②教育問題を問う

小野　幸男　P12
①改元に伴う慶祝行事について
②人材登用について
� 小野　惠章　P13
①集団移転地の災害公営住宅・借地の管理について
②放課後児童クラブの諸課題について
� 熱海　重徳　P13
①原子力災害広域避難計画について
� 長谷川　博　P14
①人口減少対応策について問う

櫻井　政文　P14
①市内の小児医療の現状と課題
②在宅医療・介護の連携を支援せよ
③明るい笑顔と元気なあいさつ運動を展開せよ

大橋　博之　P15
▲防犯カメラ付き自動販売機（大阪市）／犯罪抑止力効果の
あるステッカー

1、障害者雇用の法定雇用率２．
５％を遵守せよ

2、防犯カメラ、防犯灯の施設
整備を充実させ安全・安心
のまちを形成せよ

3、防災行政無線の放送内容を
メール配信システムを利用
し情報発信せよ土井　光正 議員

Q
A 防
犯
カ
メ
ラ
・
防
犯
灯
を
整
備
せ
よ

必
要
な
箇
所
へ
の
設
置
を
進
め
る

　
　
　
　

①
都
市
公
園
や
通

学
路
の
「
地
域
の

目
」
が
届
か
な
い
箇
所
に
犯

罪
等
を
未
然
に
防
ぎ
抑
止
力

効
果
の
あ
る
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
を
計
画
的
に
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

②
大
阪
市
で
は
公
園
に
設
置

す
る
自
動
販
売
機
に
設
置
業

者
が
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費

用
や
電
力
費
を
負
担
す
る
公

募
方
式
を
採
用
し
て
い
る
が
、

Q

本
市
で
も
地
域
連
携
の
観
点

で
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
等
に

よ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、

維
持
管
理
等
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

③
不
審
者
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
場
所
や
通
学
路
等
の

暗
い
箇
所
を
解
消
す
る
防
犯

灯
設
置
の
予
算
を
十
分
に
確

保
す
べ
き
。

　
　
　

市
長　

①
防
犯
カ
メ

ラ
は
、
犯
罪
抑
止
効

果
等
に
有
力
な
手
段
で
あ
る

た
め
、
現
在
、
市
内
の
小
中

学
校
に
カ
メ
ラ
の
設
置
を
進

め
て
い
る
。

　

今
後
、
公
園
や
通
学
路
等

に
つ
い
て
は
、
設
置
効
果
や

維
持
管
理
費
用
等
を
考
慮
し

必
要
箇
所
へ
の
設
置
を
進
め

て
い
く
。

②
大
阪
市
の
防
犯
カ
メ
ラ
付

A

き
自
動
販
売
機
の
取
組
は
財

政
面
の
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
、

大
変
参
考
と
な
る
取
組
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
、
設
置
の
可
能
性
の

あ
る
施
設
や
事
業
者
の
公
募

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

③
地
区
自
治
会
か
ら
の
要
望

箇
所
に
通
学
路
も
含
め
、
設

置
に
努
め
て
き
た
。

　

平
成
31
年
度
は
30
年
度
の

防
犯
灯
実
績
予
算
の
約
10
％

増
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　

今
後
も
予
算
を
確
保
し
た

上
で
必
要
な
箇
所
へ
の
設
置

に
努
め
て
い
く
。

東松島市議会だより　No.529

市政をただす
一般質問は、議員が本市の一般事務に関す
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▲道の駅構想を掲げる三陸道矢本パーキングエリア南東部

1、「道の駅」構想について
2、震災復興業務に携わるマン

パワーの確保について

石森　晃寿 議員

Q
A 「
道
の
駅
」
構
想
に
つ
い
て

構
想
実
現
に
向
け
、
国
に
要
望

　
　
　
　

２
年
前
の
市
長
の

選
挙
公
約
で
は
、
「

三
陸
自
動
車
道
の
矢
本
パ
ー

キ
ン
グ
を
活
用
し
た
地
域
振

興
に
努
め
ま
す
」
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
矢
本
パ
ー

キ
ン
グ
と
隣
接
す
る
市
有
地

を
含
め
た
エ
リ
ア
を
「
道
の

駅
」
と
す
る
構
想
は
、
い
か

が
か
。
「
道
の
駅
」
は
、
こ

れ
ま
で
、
全
国
で
１
，
１
４

５
カ
所
、
宮
城
県
内
に
は
、

Q

13
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。

「
道
の
駅
」
は
、
ご
承
知
の

と
お
り
、
24
時
間
、
無
料
で

利
用
で
き
る
駐
車
場
、
ト
イ

レ
な
ど
の
「
休
憩
機
能
」
、

道
路
情
報
、
地
域
の
観
光
情

報
、
緊
急
医
療
情
報
な
ど
の

「
情
報
発
信
機
能
」
、
文
化

教
養
施
設
な
ど
の
「
地
域
連

携
機
能
」
を
併
せ
持
つ
休
憩

施
設
で
あ
る
。
市
長
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

私
の
選
挙
公

約
に
掲
げ
て
い
る
、

矢
本
パ
ー
キ
ン
グ
を
活
用
し

た
地
域
振
興
策
は
、
１
日
に

３
５
，
０
０
０
台
以
上
の
交

通
量
の
あ
る
三
陸
道
矢
本

パ
ー
キ
ン
グ
を
活
用
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

隣
接
す
る
市
有
地
を
含
め

た
「
道
の
駅
」
構
想
は
、
地

方
創
生
を
具
体
的
に
実
現
で

き
、
本
市
の
地
域
経
済
振
興

A

を
図
る
上
で
、
極
め
て
有
効

と
考
え
る
。
「
道
の
駅
」
に

は
、
６
次
産
業
化
に
つ
な
げ

る
た
め
、
石
巻
地
方
の
特
産

品
を
扱
う
店
舗
整
備
を
想
定
。

「
東
松
島
市
の
ノ
リ
、
カ
キ
、

石
巻
市
の
笹
か
ま
ぼ
こ
、
ク

ジ
ラ
肉
、
女
川
町
の
ホ
ヤ
、

サ
ン
マ
な
ど
地
域
の
お
み
や

げ
を
買
え
る
場
所
に
し
て
経

済
振
興
に
つ
な
げ
た
い
」
と

考
え
て
い
る
。
具
現
化
す
る

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
い

ハ
ー
ド
ル
も
あ
り
、
国
土
交

通
省
に
要
望
活
動
を
行
う
。

▲既存の観光ツールに加え、新規のツールの利活用が必要
　※写真はイベント開催時の石巻駅前の様子

1、本市観光事業と県観光キャ
ンペーンとの連携を問う

齋藤   　徹 議員

Q
A 本
市
観
光
事
業
と
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
連
携
を
問
う

県
に
対
し
提
案
、
協
議
等
を
行
う

　
　
　
　

①
県
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
の
ポ
ケ
モ

ン
Ｇ
Ｏ
の
活
用
が
、
宮
城
オ

ル
レ
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
連
携
を
企
画
し
て
い
る
の

か
。

②
周
辺
自
治
体
と
比
べ
、
ア

イ
テ
ム
獲
得
手
段
で
あ
る
ポ

ケ
ス
ト
ッ
プ
等
の
ゲ
ー
ム
内

イ
ン
フ
ラ
が
貧
弱
で
あ
り
、

ゲ
ー
ム
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

Q

強
化
は
イ
ベ
ン
ト
成
功
に
不

可
欠
で
あ
る
が
、
全
国
各
地

か
ら
流
入
す
る
ポ
ケ
モ
ン
ト

レ
ー
ナ
ー
（
ユ
ー
ザ
ー
）
を

対
象
と
し
た
本
市
と
し
て
の

「
お
も
て
な
し
」
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

③
気
仙
沼
市
唐
桑
オ
ル
レ
と

の
差
別
化
の
有
無
は
。

④
県
の
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
市
と
し
て
独
自
の

Ｐ
Ｒ
の
計
画
は
。

　
　
　

市
長　

①
平
成
31
度

の
県
観
光
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
、
上
半
期
サ
ザ
エ
さ

ん
、
下
半
期
は
ポ
ケ
ッ
ト
モ

ン
ス
タ
ー
の
ラ
プ
ラ
ス
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。

　

家
族
・
親
し
み
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
家
族
連
れ
観
光
客
を

宮
城
オ
ル
レ
奥
松
島
コ
ー
ス

へ
の
誘
客
を
図
る
。
活
用
方

法
に
つ
い
て
は
、
県
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
、
管
理
会
社
と
協

A

議
し
、
提
案
を
行
う
。

②
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
ポ

ケ
モ
ン
の
出
現
は
現
段
階
で

は
不
明
だ
が
、
観
光
振
興
に

有
効
な
提
案
を
し
て
い
く
。

③
宮
城
オ
ル
レ
全
体
で
の
発

展
を
目
指
す
。
両
コ
ー
ス
の

周
遊
、
連
携
を
よ
り
深
め
る
。

④
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
活
用
に
当
た
り
、
観
光
の

み
な
ら
ず
本
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

重
要
。
県
と
管
理
会
社
の
協

議
内
容
を
踏
ま
え
、
Ｐ
Ｒ
す

る
。

12 議員が市政をただす
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1、定住化促進について
2、どんと祭について

熊谷　昌崇 議員

Q
A ど
ん
と
祭
に
つ
い
て

現
在
、
調
整
中
で
あ
る

　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
以
、

降
矢
本
運
動
公
園
や

各
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
ど

ん
と
祭
の
会
場
が
減
少
し
て

い
る
。
基
本
、
正
月
飾
り
は

ゴ
ミ
集
積
所
に
出
し
て
は
い

い
の
だ
が
、
市
民
か
ら
は
感

情
的
に
ゴ
ミ
と
し
て
処
理
す

る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
と

い
う
声
を
聞
く
。
現
在
は
、

基
本
的
に
は
、
外
で
の
焼
却

は
、
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

Q

一
部
の
市
民
は
、
こ
っ
そ
り

と
家
の
裏
等
で
焼
却
し
た
と

い
う
話
を
よ
く
聞
く
。
そ
こ

で
、
政
教
分
離
の
原
則
が
あ

る
の
は
理
解
し
、
過
去
に
は

商
工
会
が
主
体
で
行
っ
て
い

た
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
が
、

市
と
し
て
も
何
ら
か
の
方
策

を
検
討
し
、
古
き
良
き
伝
統

習
慣
を
継
続
す
る
努
力
を
す

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

市
長　

正
月
飾
り
を

ゴ
ミ
と
し
て
出
す
の

が
好
ま
し
く
な
い
と
の
声
に

は
、
感
情
的
に
う
な
ず
け
る

も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
昨
今
、

大
塩
の
新
山
神
社
や
赤
井
の

八
幡
神
社
等
で
も
、
ど
ん
と

祭
が
行
わ
れ
て
い
な
い
実
態

を
考
え
る
と
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

震
災
以
前
は
、
矢
本
運
動

公
園
に
お
い
て
、
商
工
会
青

A

年
部
主
催
で
、
地
元
消
防
団

の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
ど

ん
と
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
経

緯
も
あ
る
の
で
、
商
工
会
長

お
よ
び
商
工
会
青
年
部
長
や

こ
れ
ま
で
関
係
の
あ
っ
た
大

曲
五
十
鈴
神
社
の
総
代
長
等

と
話
し
合
い
を
現
在
行
っ
て

き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
神
社
側
と
の
調

整
や
焼
却
後
の
ゴ
ミ
処
理
の

課
題
が
あ
り
、
開
催
で
き
な

か
っ
た
が
、
市
と
し
て
は
、

ゴ
ミ
処
理
費
用
等
の
助
成
を

検
討
し
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　　　　　　　　▲仲良く遊ぶ子供たち

1、放課後児童クラブの質を確
保することについて問う

阿部としゑ 議員

Q
A 放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
質
の
確
保

知
識
習
得
を
し
、
質
の
向
上
に
努
め
る

　
　
　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
施
設
も
学
校
内

に
整
備
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
安
心
安
全
に
使
用

で
き
る
環
境
に
な
っ
た
。

　

先
日
政
府
は
職
員
で
あ
る

放
課
後
児
童
支
援
員
の
配
置

基
準
や
資
格
要
件
を
緩
和
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

　

一
部
の
地
方
自
治
体
か
ら

支
援
員
の
人
材
不
足
や
利
用

児
童
の
少
な
い
地
域
な
ど
か

Q

ら
要
望
が
出
て
い
た
た
め
。

　

職
員
配
置
や
資
格
要
件
緩

和
に
つ
い
て
の
受
け
止
め
方
。

　

支
援
員
、
補
助
員
と
も
処

遇
に
不
満
は
な
い
か
。

　

保
護
者
や
職
員
が
心
配
し

て
い
る
学
童
保
育
の
質
の
低

下
に
つ
い
て
。

　
　
　

市
長　

現
行
の
基
準

ど
お
り
放
課
後
児
童

支
援
員
は
支
援
の
単
位
ご
と

に
２
人
以
上
と
し
、
支
援
員

A

の
資
格
も
保
育
士
等
の
資
格

を
有
し
、
都
道
府
県
が
行
う

研
修
を
終
了
し
て
い
る
者
を

継
続
す
る
。

　

市
内
の
各
小
学
校
８
施
設

に
支
援
員
27
人
、
補
助
員
11

人
を
配
置
し
て
い
る
。

　

家
庭
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス

や
健
康
状
態
、
職
場
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
聞

き
取
り
を
し
、
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

　

学
童
保
育
の
質
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
支
援
員
の
配

置
基
準
や
資
格
要
件
の
基
準

を
維
持
す
る
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
従

事
す
る
職
員
を
対
象
に
研
修

会
を
開
催
し
、
子
ど
も
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
知

識
習
得
を
し
、
学
童
保
育
の

質
の
向
上
に
努
め
る
。

▲どんと祭
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1、地域おこし協力隊について
2、インフルエンザ予防接種の

助成について

手代木せつ子 議員

Q
A イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
は

18
歳
以
下
の
助
成
対
象
を
検
討

　
　
　
　

一
、
先
日
、
市
内

の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
ら
が
主
催
す
る
、
宮
戸
室

浜
出
身
の
「
儀
兵
衛
と
太
十

郎
を
語
る
会
」
が
宮
戸
の
県

松
島
自
然
の
家
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
。

　

市
内
外
か
ら
約
１
０
０
人

が
参
加
し
日
本
人
で
初
め
て

世
界
一
周
を
し
た
千
石
船

「
若
宮
丸
」
の
乗
組
員
16
人

の
漂
流
体
験
談
を
、
史
実
に

Q

基
づ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
次

の
事
項
に
つ
い
て
伺
う
。

①
ど
の
よ
う
な
分
野
で
活
動

を
期
待
し
募
集
し
て
い
る
か
。

②
そ
の
効
果
は
。

③
定
住
へ
の
支
援
策
は
。

二
、
18
歳
ま
で
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望
す

る
市
民
に
対
し
、
費
用
を
助

成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

市
長　

一
、
①
本
市

へ
の
定
住
や
企
業
等

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

観
光
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
の
分
野
で
募
集
し
、

現
在
15
人
が
活
動
し
て
い
る
。

②
地
域
活
性
化
や
本
市
の
魅

力
発
信
に
大
い
に
寄
与
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
既
に
起

業
、
定
住
し
市
内
で
活
動
さ

れ
て
い
る
方
も
い
る
。

③
移
住
・
定
住
に
当
た
っ
て

A

は
「
住
ま
い
」
と
「
仕
事
」

を
セ
ッ
ト
に
考
え
る
こ
と
が

重
要
で
、
住
宅
購
入
に
関
す

る
補
助
金
、
起
業
す
る
際
の

補
助
金
、
創
業
支
援
補
助
金

そ
れ
ぞ
れ
上
限
１
０
０
万
円

と
情
報
提
供
し
、
そ
の
ほ
か

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
対
応
等
に

努
め
る
。

二
、
18
歳
以
下
の
医
療
費
は

無
料
だ
が
、
費
用
は
市
が
負

担
し
て
い
る
。
予
防
を
講
じ

て
患
者
が
少
な
く
な
れ
ば
医

療
費
の
軽
減
に
な
る
の
で
、

来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け

検
討
し
た
い
。

　　　　　　　▲家族みんなで予防しよう !!

▲新たな活用も期待される震災復興伝承館

1、野蒜・宮戸地区の取り組み
を問う

2、教育問題を問う

小野　幸男 議員

Q
A 野
蒜
・
宮
戸
地
区
の
取
り
組
み
は

地
区
内
の
一
層
の
活
性
化
を
図
る

　
　
　
　

①
野
蒜
ケ
丘
東
名

駅
前
の
空
き
区
画
の

今
後
の
利
活
用
を
伺
う
。

②
東
名
運
河
南
側
（
主
に
洲

崎
地
区
）
の
跡
地
利
用
の
進

捗
は
。

③
野
蒜
駅
前
の
ト
イ
レ
設
置

と
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
閉
店

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

④
野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
周
辺

の
活
性
化
策
と
行
政
か
ら
地

域
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ

Q

の
提
案
に
つ
い
て
。

⑤
宮
戸
島
か
ら
塩
釜
市
の
離

島
へ
の
夢
の
懸
け
橋
を
伺
う
。

⑥
仙
台
市
の
い
じ
め
自
殺
事

件
の
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

⑦
学
力
低
下
に
つ
い
て
、
児

童
生
徒
へ
ど
う
対
応
し
、
改

善
さ
れ
た
か
伺
う
。

　
　
　

市
長　

①
将
来
の
利

活
用
を
想
定
し
、
本

市
に
住
宅
を
求
め
る
方
が
多

く
、
一
般
住
宅
へ
の
分
譲
を

A

基
本
に
利
活
用
を
進
め
る
。

②
か
ん
ぽ
の
宿
松
島
の
跡
地

は
無
償
譲
渡
に
向
け
協
議
が

整
い
つ
つ
あ
り
、
農
地
や
湿

地
再
生
事
業
も
含
め
、
有
効

な
利
活
用
策
を
検
討
す
る
。

③
財
源
確
保
が
困
難
な
た
め
、

観
光
物
産
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

野
蒜
駅
舎
内
へ
の
ト
イ
レ
に

誘
導
す
る
看
板
を
設
置
す
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
閉
店
後

は
震
災
復
興
伝
承
館
と
し
て

充
実
を
図
り
公
社
と
も
協
議

す
る
。

④
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
事
業

者
や
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。
ま
た

行
政
か
ら
地
域
へ
の
提
案
事

項
は
他
地
区
の
皆
さ
ん
と
も

協
議
し
検
討
す
る
。

⑤
県
の
事
業
と
し
て
捉
え
、

地
元
県
議
の
理
解
と
協
力
を

求
め
る
。

A
教
育
長　

⑥
危
機

意
識
を
も
ち
対
応
し
、

正
確
な
情
報
を
指
示
す
る
。

⑦
授
業
へ
の
意
識
の
高
ま
り

の
事
例
を
共
有
し
、
学
力
向

上
に
努
め
る
。
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1、改元に伴う慶祝行事につい
て

2、人材登用について

小野　惠章 議員

Q
A 改
元
に
伴
う
慶
祝
行
事
に
つ
い
て

商
店
会
要
望
に
前
向
き
に
検
討

　
　
　
　

①
新
年
号
、
改
元

に
伴
う
慶
祝
の
考
え

に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

②
議
会
改
革
に
は
、
議
員

個
々
の
ス
キ
ル
の
問
題
等
は

あ
る
が
、
議
会
事
務
局
体
制

の
重
要
さ
が
欠
か
せ
な
い
。

議
会
か
ら
の
事
務
局
員
増
の

要
望
に
ど
う
応
え
る
の
か
。

③
中
学
校
部
活
動
に
お
い
て

外
部
指
導
員
の
強
化
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
い
か
に
。

Q

④
昨
年
９
月
に
登
用
さ
れ
た

防
災
課
危
機
管
理
監
の
働
き

が
、
市
民
の
目
に
見
え
て
こ

な
い
。
現
状
の
評
価
と
今
後

に
つ
い
て
。

　
　
　

市
長　

①
市
役
所
庁

舎
等
に
国
旗
を
掲
揚
、

市
報
に
よ
り
改
元
に
つ
い
て

周
知
を
行
う
。
慶
祝
行
事
の

市
内
商
店
会
の
街
路
灯
へ
の

国
旗
掲
揚
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
か
ら
の
支
援
要
望
に
は

A

前
向
き
に
検
討
す
る
。

A
教
育
長　

①
各
学

校
に
国
旗
を
掲
揚
す

る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
に

改
元
の
意
味
を
伝
え
て
い
く
。

A
市
長　

②
４
月
か

ら
管
理
職
職
員
を
増

員
し
、
議
会
の
事
務
局
機
能

強
化
を
図
る
。
今
後
の
増
の

要
望
に
は
、
業
務
量
等
を
勘

案
し
調
整
し
て
い
く
。

A
教
育
長　

③
現
在

13
名
の
外
部
指
導

者
を
派
遣
。
今
後
も
外
部
指

導
者
の
活
用
を
図
り
、
中
学

校
の
部
活
動
の
充
実
と
教
員

の
負
担
軽
減
に
努
め
る
。

　

ダ
ン
ス
部
創
設
は
、
学
校

と
の
協
議
の
上
、
可
能
で
あ

る
。A

市
長　

④
積
極
的
に

業
務
に
携
わ
っ
て
お

り
評
価
し
て
い
る
。
今
後
も
、

体
制
の
充
実
や
自
衛
隊
と
の

連
携
強
化
等
に
向
け
、
さ
ら

に
手
腕
を
発
揮
し
て
も
ら
う
。

防
災
教
育
も
同
様
だ
。

▲新設された赤井南小学校放課後児童クラブ

1、集団移転地の災害公営住宅・
借地の管理について

2、放課後児童クラブの諸課題
について

熱海　重徳 議員

Q
A 放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
諸
課
題
に
つ
い
て

開
所
時
間
の
延
長
を
検
討
す
る

　
　
　
　

①
待
機
児
童
解
消

策
に
つ
い
て
。

②
保
護
者
か
ら
の
要
望
等
の

対
応
お
よ
び
支
援
員
、
補
助

員
の
確
保
、
今
後
の
処
遇
に

つ
い
て
。

　
　
　

市
長　

①
本
市
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
は
、
児
童
の
安
全
や

学
校
と
の
連
携
を
図
る
た
め
、

順
次
、
各
小
学
校
敷
地
内
ま

た
は
隣
接
地
に
整
備
を
行
い
、

QA

平
成
30
年
度
は
矢
本
東
小
、

矢
本
西
小
、
赤
井
小
学
校
で

建
設
工
事
を
進
め
て
い
る
。

　

平
成
31
年
度
の
大
塩
小
、

そ
の
次
年
度
の
鳴
瀬
桜
華
小

学
校
の
建
設
を
も
っ
て
、
整

備
計
画
は
完
了
し
、
そ
の
時

点
で
受
け
入
れ
定
員
を
４
５

０
人
か
ら
６
８
０
人
ま
で
拡

充
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
合
わ
せ
、
支
援
員
お

よ
び
補
助
員
も
増
員
し
、
待

機
児
童
解
消
を
図
る
。

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
需

要
に
つ
い
て
は
、
国
の
働
き

方
会
改
革
に
よ
る
女
性
就
業

率
の
上
昇
等
に
よ
り
、
共
働

き
家
庭
等
の
需
要
増
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
需
要
増
に
応
え
る
た

め
、
本
市
で
は
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い
て
、

民
間
活
力
導
入
等
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
に
取
り
組
む
社
会
福
祉
法

人
等
の
民
間
活
力
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
指
導
専
門

員
や
支
援
員
な
ど
の
マ
ン
パ

ワ
ー
を
安
定
的
に
確
保
す
る

と
と
も
に
、
か
ね
て
要
望
の

あ
る
現
在
午
後
６
時
ま
で
の

開
所
時
間
の
延
長
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

　　　　　　　　　　▲改元を祝う
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1、原子力災害広域避難計画に
ついて

長谷川　博 議員

Q
A 原
発
避
難
時
、
検
査
だ
け
で
34
日
間

県
が
検
討
を
進
め
る
と
伺
っ
て
い
る

　
　
　
　

１
月
24
日
、
県
の

原
子
力
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
、
鷹
来
の
森
運
動

公
園
で
避
難
車
両
の
汚
染
検

査
や
除
染
、
住
民
検
査
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

①
鷹
来
の
森
運
動
公
園
で
退

域
検
査
を
受
け
る
車
両
の
第

数
見
込
み
と
所
要
日
数
は
。

仮
に
１
万
台
と
す
れ
ば
、
24

時
間
体
制
で
検
査
し
て
も
34

日
か
か
る
。

Q

　

一
方
で
、
石
巻
市
民
７
万

人
が
来
る
と
の
見
方
も
あ
り
、

日
数
は
１
１
９
日
間
か
か
る

こ
と
に
。

　

一
体
、
こ
れ
で
避
難
と
言

え
る
の
か
。
県
の
交
通
渋
滞

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
い
つ

で
き
る
の
か
。

②
最
大
１
万
人
の
バ
ス
避
難
、

バ
ス
２
５
０
台
確
保
の
め
ど

は
。

③
複
合
災
害
な
ど
で
避
難
所

受
入
拒
否
し
た
場
合
は
。

④
現
状
計
画
で
は
安
全
避
難

の
実
効
性
は
極
め
て
危
う
い
。

再
稼
働
の
見
切
り
発
車
容
認

は
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
が
。

　
　
　

市
長　

①
検
査
場
所

の
決
定
、
検
査
台
数

や
人
員
な
ど
県
が
検
討
中
。

②
今
後
、
県
と
バ
ス
協
会
で

協
議
が
進
め
ら
れ
る
と
聞
く
。

③
県
が
調
整
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

A

④
国
か
ら
の
問
題
提
起
も
な

い
と
こ
ろ
で
軽
々
な
発
言
は

控
え
て
お
き
た
い
。

　　　　　　▲深刻化する人口減少社会に危機感を！

1、人口減少対応策について問
う

櫻井 政文 議員

Q
A 人
口
減
少
対
応
策
に
つ
い
て
問
う

人
口
の
維
持
安
定
に
全
力
を
つ
く
す

　
　
　
　

人
口
減
少
が
深
刻

化
し
、
２
０
４
０
年

に
は
自
治
体
の
半
数
が
消
滅

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
と

「
日
本
創
生
会
議
」
の
人
口

減
少
問
題
検
討
分
科
会
が
２

０
１
４
年
に
公
表
し
た
。
人

口
減
少
に
よ
る
影
響
は
生
活

関
連
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
な
ど
多
方
面
に
及
ぶ
と
考

え
ら
れ
る
。
手
を
こ
ま
ね
く

こ
と
な
く
人
口
減
少
を
食
い

Q

止
め
る
対
策
強
化
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
。
①
市
長
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
あ
る
人
口
減
少

対
策
と
し
て
の
企
業
誘
致
を

初
め
と
す
る
諸
施
策
の
２
年

間
の
成
果
の
分
析
と
今
後
ど

の
よ
う
に
こ
の
問
題
に
取
り

組
む
か
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
い
か

に
。
②
20
代
女
性
の
東
京
へ

の
流
出
歯
止
め
策
と
第
３
子

以
降
の
出
産
祝
い
金
な
ど
プ

ラ
ス
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
。

　
　
　

市
長　

①
企
業
誘
致

の
成
果
と
し
て
「
幸

満
つ
る
郷
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
エ
ボ
ル

バ
野
蒜
」
を
初
め
と
し
て
４

社
の
本
市
へ
の
進
出
、
市
内

立
地
企
業
２
社
の
増
設
が
行

わ
れ
、
72
名
の
雇
用
増
が
図

ら
れ
た
。
ま
た
、
大
曲
浜
工

業
用
地
に
も
今
後
13
社
の
操

業
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
宮
城
オ
ル
レ
奥
松
島

コ
ー
ス
な
ど
の
観
光
振
興
を

A

契
機
と
し
た
交
流
人
口
拡
大

に
も
努
め
る
。

　

保
育
所
と
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
整
備
、
教
育
環
境
の

整
備
と
学
力
向
上
の
推
進
な

ど
、
子
育
て
に
係
る
様
々
な

取
り
組
み
で
定
住
促
進
に
つ

な
げ
た
い
。
本
市
独
自
の
施

策
を
織
り
込
み
、
全
力
を
尽

く
す
。

②
女
性
の
働
く
地
域
企
業
へ

の
有
効
な
支
援
策
を
検
討
す

る
。
第
３
子
以
降
の
出
産
祝

い
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
効
果
な
ど
を
探
る
。

▲鷹来の森で車両の検査・除染
　仮に１万台なら 34日間も

▲立沼・前里地区の避難場所とされる長命ケ丘
　市民センター

14令和元年５月1日発行



議会運営および活動状況
平成30年12月6日以降

12 月 6 日 総務常任委員会
民生教育常任委員会

9 日 第８回東松島市児童・生徒書道展（デンマー
ク王国友好記念）表彰式

10 日 総務常任委員会
12 日 産業建設常任委員会

議会運営委員会
13 日 民生教育常任委員会
14 日 平成 30 年度東松島市立矢本第一中学校立志式
15 日 あおい地区星空イルミネーション点灯式
16 日 日本製紙石巻野球部野球教室
17 日 広報常任委員会

議員定数と報酬等並びに政治倫理のあり方に
関する特別委員会

28 日 平成 30 年仕事納めの式
1 月 4 日 平成 31 年仕事始めの式

6 日 平成 31 年東松島市消防出初式
平成 31 年東松島市交通・防犯関係出動式
平成 31 年東松島市新年賀詞交歓会

7 日 広報常任委員会
9 日 宮城県市議会議長会

11 日 第 37 回石巻地区広域行政事務組合消防職員
意見発表会
石巻地方広域水道企業団安全祈願並びに新年
賀詞交歓会

13 日 平成 31 年東松島市成人式
東松島市建設職組合平成 30 年度新年懇親会

15 日 広報常任委員会
15 ～ 17 日 議会運営委員会（行政視察・群馬県桐生市、

福島県会津若松市）
16 日 平成 30 年度矢本第二中学校区「心あったか

イートころ運動」実践発表会
17 日 平成 31 年松島基地新年祝賀会
18 日 平成 30 年度鳴瀬未来中学校区「心あったか

イ―トころ運動」実践発表会
東松島市民生委員・児童委員協議会新年会

19 日 平成 30 年度東松島市 PTA 連合会セミナー
20 日 第５回大塩地区バレーボール大会

東松島市シルバー人材センター平成３１年新
春懇親会

23 日 民生教育常任委員会
議会運営委員会
平成 31 年矢本婦人会新年会

24 日 東松島市建設業協会新年会
25 日 平成 30 年度矢本第一中学校区「志教育・心

あったかイ―トころ運動」実践発表会
東北 SDGs 未来都市サミット及びシンポジ
ウム並びに歓迎レセプション
産業建設常任委員会

26 日 あおい地区親子たこあげ大会
平成 31 年 NPO 法人東松島市体育協会新年
懇談会

28 日 平成 30 年度石巻専修大学と圏域首長・議長
懇談会
平成 31 年東松島市自衛隊家族会新年会

29 日 宮城県市議会議長会　春季定期総会
2 月 1 日 東北大学大学院環境科学研究科との協定締結

式
2 日 公益社団法人日本青年会議所東北地区宮城ブ

ロック協議会 2019 年度新年式典・祝賀会
3 日 「東松島市・デンマーク中学生交流事業」歓

迎レセプション
5 日 全国市議会議長会基地協議会
6 日 市道立沼・浜市線開通式

「東松島市・デンマーク中学生交流事業」お
別れパーティー

8 日 議会運営委員会
11 日 天皇陛下御即位 30 年　第 53 回建国記念の

日を祝う宮城県民大会
12 日 半田市との災害時相互応援協定調印式

1、市内の小児医療の現状と課
題

2、在宅医療・介護の連携を支
援せよ

3、明るい笑顔と元気なあいさ
つ運動を展開せよ

大橋　博之 議員

Q
A 在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携
を
支
援
せ
よ

各
団
体
と
情
報
共
有
し
市
の
施
策
に
反
映

　
　
　
　

平
成
30
年
第
１
回

定
例
会
に
お
い
て

「
本
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
加
速
せ

よ
」
の
件
名
で
質
問
し
、
市

長
を
は
じ
め
担
当
職
員
と
大

変
有
意
義
な
議
論
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
東
部
・
西
部
２
カ

所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は

執
行
部
の
積
極
的
な
取
り
組

み
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。

Q

本
市
が
取
り
組
む
連
携
推
進

事
業
の
中
で
多
職
種
連
携
講

座
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

医
療
・
介
護
の
専
門
職
が
自

己
の
研
さ
ん
を
図
り
、
市
民

の
安
心
と
健
康
を
守
る
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
勉
強
会
を
実
施

し
て
い
る
。
①
お
い
お
い
の

会
②
Ｈ
ｏ
ｋ
ａ
ｉ
③
い
き
い

き
健
康
講
座
の
以
上
３
団
体

に
対
し
て
行
政
と
し
て
何
ら

か
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　

市
長　

本
市
で
は
、

市
民
が
医
療
や
介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
多
様
な
専

門
職
の
連
携
に
よ
り
切
れ
目

の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
地
域
を
目
指
し
医
療
・

介
護
の
専
門
職
と
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

　

３
団
体
の
活
動
に
は
多
く

の
市
職
員
が
参
加
し
、
さ
ま

A

ざ
ま
な
専
門
職
の
皆
さ
ん
と

情
報
交
換
を
行
い
、
交
流
を

深
め
て
い
る
。
各
団
体
の
主

な
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ま
は
本

市
の
医
療
・
介
護
連
携
協
議

会
を
は
じ
め
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
各
委

員
会
の
委
員
と
し
て
加
わ
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
本
市
の
福

祉
施
策
の
充
実
に
も
多
大
な

る
協
力
を
頂
い
て
い
る
。
市

と
し
て
は
、
今
後
も
職
員
が

参
加
し
情
報
共
有
す
る
と
と

も
に
把
握
し
た
情
報
に
つ
い

て
は
今
後
の
施
策
充
実
等
に

つ
な
げ
て
い
く
。

　　　　　　　▲医療・介護連携のイメージ
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　以前より教育に関して興味があり、
議会を傍聴させていただきました。
映像配信にはない空気感がありまし
た。一般質問をされる議員の方々の、
東松島市の今後をよくしていきたい
という熱意が伝わってきます。風光
明媚な東松島の観光事業についての

質問で、まさかポケモンGOやWifiが
出てくるとは！物事は、時代によっ
て変化し、残すべきものや、必要が
薄れていくもの、取り入れるべきも
のとがあり、東松島市にはバランス
の良い選択をと切に願う機会となり
ました。

北
き た う ら

浦　令
れ

偉
い

 さん
こどもプログラミング教室「イーラボ」

（あおい３丁目所在）室長

平成31年　第１回 定例会を傍聴して

編
集
後
記

　

今
年
の
冬
は
雪
も
少
な
く

全
国
的
に
水
不
足
も
心
配
さ

れ
る
暖
冬
の
年
で
あ
り
、
台

風
の
発
生
も
早
く
、
自
然
災

害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

漁
業
、
農
業
を
本
業
に
自

然
の
恵
み
に
日
々
感
謝
し
つ

つ
、
一
年
を
通
し
、
天
気
や

天
候
、
そ
し
て
海
況
と
に
ら

め
っ
こ
の
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

新
し
い
元
号
の
始
ま
り
の

中
、
震
災
後
９
年
目
に
入
り
、

残
さ
れ
た
任
期
２
年
間
を
、

産
業
再
生
と
地
域
の
再
生
に

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、
そ

し
て
「
災
害
は
忘
れ
ず
必
ず

や
っ
て
く
る
」
を
念
頭
に
力

強
く
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
だ

よ
り
を
毎
回
読
ん
で
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
員
活
動
、
議
会
活
動
が

市
民
に
伝
わ
る
議
会
広
報
に

努
め
ま
す
。
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小
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幸
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傍聴者 インタビュー

　定例会は、年 4 回（2 月・6 月・9 月・12 月）開
催されます。市民の皆さんに深く関わりのある議案
が審議されます。 皆さまお誘いあわせの上、ぜひ傍
聴にお越しください。（矢本庁舎３階の議場へ直接お
越しください。受付簿へ住所、氏名の記載のみで入
場できます。）

　また、市議会では、インターネットによる中継を
行っています。議場で行われる本会議を生中継や録
画映像で視聴できます。
　※録画映像は、生中継終了後 5 日程度（土・日・
祝日その他閉庁日を除く）でご覧になれます。

６月定例会日程（予定）のお知らせ

６月 13 日（木）10 時 00 分～  本会議
（開会、議案審議等）

６月 17 日（月）10 時 00 分～  本会議（一般質問）
６月 18 日（火）10 時 00 分～  本会議（一般質問）
６月 19 日（水）10 時 00 分～  本会議（一般質問）
６月 20 日（木）10 時 00 分～  本会議（一般質問）
６月 24 日（月）10 時 00 分～  本会議

（議案審議等、閉会）
※変更の場合がありますので、詳しくは市議会ウェブサ

イトをご覧下さい。

○●議会を傍聴してみませんか●○

議 会 中 継 は こ ち ら か ら
検索東松島市議会映像

http://www.higashimatsushima-city.stream.jfit.co.jp/

議会日程ウェブサイトＱＲコード

お問い合わせ  議会事務局
☎︎ 0225-82-1111（内線 1311-1314）

　政府は優れた取り組みを提案した全国 29 自治
体を、「ＳＤＧ s（エス・ディ・ジーズ）未来都市」
として選定。宮城県からは唯一、東松島市が選
ばれました。

　今回お届けする議会だよりでは、記事の内容
に関連する持続可能な世界を実現するための 17
の目標のロゴを記事に添えて掲載しました。

（一般質問の記事含め、広報常任委員会がロゴを
選択しました。）

持 続 可 能 な ま ち づ く り を

請願・陳情の受付一覧
（平成３０年１２月１８日～平成３１年３月８日）

・全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、
地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意見
書を提出することを求める陳情書

・宮城県に対し、小・中学校全学年で少人数学級実現等を要請する
ことを求める陳情書

・東松島市野蒜地区元地の復興事業計画等について、東松島市から
野蒜元地住民への説明を行う支援についての陳情書

・奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で
順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情書

《議会だより第５１号（平成３１年２月１日号）の訂正》
「議案第１２３号、財産の取得（東名地区コミュニティ道路整備事業用地）」の写真として、５ページで、亀岡西地区のトンネル跡の写真を掲載
しましたが、トンネル内の土地は取得の対象外でした。トンネルの手前の土地が取得対象となります。お詫びして訂正します。

16令和元年５月1日発行


